


Ｑ．活動をしていく中で、どんなことが課題だと思っているか。 

○ 自分の親くらいの世代がほとんどで、同年代があまりいない。今では生活できるく

らいトマトの生産はできているが、生産者が少なくなると、選果場に回せるくらい

の生産量が維持できなくなり、前のように手作業に戻ってしまうのではないかと心

配している。 

○ 農家を始める人は親から継いだという人が多く、新規就農する人はあまりいない。

ゼロから始めるのはお金がかかるので、何かきっかけがないと就農しにくいという

現状がある。 

○ 使っていないハウスが増えてきている。誰かが受け継いで使っていることもあるが、

空いているハウスに就農を希望する人に来てもらえれば、空いているハウスも減り、

人口も増えると思う。 

○ 平日でも三重テラスは賑わっていた。レストランで食事をしたが、その時に出され

たトマトが「木曽岬のトマト」ではなかったので、使っていただければと思う。物

産店で並んでいる商品は加工品が多いので、生鮮食品を販売するのは難しいかもし

れないが検討してほしい。 

○ 木曽岬産のトマトを全国でＰＲしていただきたい。 

○ 親は子どもに農家になるよりサラリーマンになることを勧める。昨年はトマトの値

段が上がったが、今年は下がるといったように、収入面が安定しないということが

理由である。燃料代も高騰しており、トマトを作らない方がいいのではと思ってし

まう。 

○ 飛行機の騒音が気になる。時々、墜ちてくるのではないかと思うくらい低く飛んで

いる。 

○ 食品偽装の問題があったが、この影響で農家の経営が傾くおそれもある。こういう

ニュースがあると、生産者の努力は何だったのかと思うので、食品行政にも目を向

けてほしい。 

 

 

【知事の発言】 

皆さんからのご意見を受け、知事からは次のような発言がありました。 

○ 「ＧⅡトマト」はさわやかで甘くておいしい。みかんや米には名前を付けたことが

あるので、言っていただければ命名をしたいと思う。 

○ 他の地域で、相談できる兄貴分みたいな人がいると良いということを聞いたことが

あるので、そういうことをヒントに、県でも新規就農リーダー制度を始めて、新規

就農者等に支援を行っている。 

○ 県内や名古屋の桜通りカフェでＰＲしていて、木曽岬町のトマトなども売っている

が、お客さんの反応が良く、好評である。 

○ 南部地域活性化の事業で移住フェア等を開催しており、県南部地域への移住に向け

た情報発信をしているが、県全体についても移住のためのＰＲをしていけるように

方法を考える。 

○ 三重テラスに生鮮食品を置いてほしいというニーズが高いのは認識している。東京

まで運ぶコストを考えると難しい部分はあるが、生鮮食品を三重テラスで販売でき



るような方法、例えば、期間を限定して生鮮食品を販売したり、直接品物を置かず

に、パンフレットから選んで宅配するようなことも考えたい。レストランで使う食

材は運営事業者に話をしており、１００％三重県産にしたいが、難しい部分もある。

食材の公募会等に多くの生産者から手を挙げてもらえるように、情報発信を行って

いきたい。 

○ 全国的に三重県産品をＰＲする中で、木曽岬のトマトもＰＲをしていくように担当

課の方に伝える。 

○ 燃料費が高騰していくことについて、油を使う業種である漁業などは国に提言して

いるので、そういう問題意識はある。行政に何ができるかを考えないといけないが、

自治体がすでにやっていても伝わっていないことも多々あるので、努力していかな

いといけない。これからどうしていくかを整理して伝えていく。 

○ 食の安全・安心確保条例はあるが、それを見直す方向で、今議論が進められている。

不適切表示は罰則も含めて検討をしている。県議会とスピード感を持ってやってい

きたい。 

 
【木曽岬トマト部会とは】  

「木曽岬トマト部会」は、現在、生産者戸数３７戸、ハウス面積20ｈａの生産規模で年間57 万ケースのお

いしいトマトを県内市場や中京市場へ出荷しているグループの皆さんです。 


